
令和４年度区内一斉防災訓練等の実施結果について

令和５年２月１４日（火）に開催予定である、各地区協議会会長および区長

並びに区防災関係理事者で構成される地区防災協議会会長連絡会において、以

下のとおり訓練実施結果について報告する。 

１ 区内一斉防災訓練 

 避難所訓練 

ア 日時 

令和４年１２月１１日（日）１０時００分から１２時００分まで 

イ 訓練内容および参加者数 

(ア ) 訓練内容 

別紙１「令和４年度区内一斉防災訓練 避難所訓練実施結果」 

(イ ) 参加者数：１，６０３名（４３箇所） 

  ウ アンケート結果 

    １，２６９通の回答 

別紙２「令和４年度区内一斉防災訓練 アンケート集計結果」 

 災害対策本部運営訓練 

ア 日時  

  令和４年１２月１１日（日）８時３０分から１２時３０分まで 

イ 訓練内容 

(ア ) 「首都直下地震等による東京の被害想定」に基づき、発災３日後の
区の対応を実施

(イ ) 被災情報管理システム等による情報収集・伝達要領
(ウ ) 区民避難所との連携

ウ 参加者数：２４２名 

２ その他 

来年度の地区総合防災訓練は、全地区で通常開催を予定。 

災害・環境対策特別委員会資料
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1　区内一斉防災訓練　参加避難所

町会・自治
会参加者数

町会・自治
会数

児童
・生徒数

保護者数
教職員数
施設職員数

参集職員数 合計

品川学園 18 2 0 0 2 10 30

御殿山小 32 3 0 0 6 7 45

台場小 43 6 0 0 12 8 63

品川２ 城南第二 17 3 0 0 4 6 27

第一日野小 75 7 0 0 3 5 83

日野学園 20 8 0 0 2 8 30

第三日野小 40 12 0 0 2 7 49

第四日野小 25 5 0 0 2 7 34

芳水小 31 5 0 0 3 7 41

三木小 25 4 0 0 4 7 36

大崎中 50 2 0 0 2 7 59

立会小 54 5 0 0 2 8 64

鮫浜小 59 6 9 0 8 9 85

浜川小 11 3 0 0 4 7 22

鈴ケ森小 43 5 0 0 6 5 54

浜川中 38 2 0 0 13 8 59

鈴ケ森中 44 5 0 0 2 8 54

山中小 14 5 0 0 3 9 26

伊藤学園 29 2 0 0 15 7 51

大井第一小 65 3 0 0 4 10 79

ウェルカム原 33 2 0 0 2 8 43

伊藤小 30 2 0 0 2 10 42

冨士見台中 58 1 0 0 2 6 66

小山台小 23 3 0 0 2 6 31

後地小 35 3 0 0 3 8 46

荏原第一中 40 2 5 0 2 7 54

荏原第六中 35 1 0 0 2 5 42

スクエア荏原 12 3 - - 7 7 26

第二延山小 57 5 0 0 2 8 67

清水台小 39 4 0 0 2 7 48

京陽小 47 3 0 0 5 10 62

中延小 72 2 0 0 3 8 83

延山小 25 4 0 0 2 11 38

宮前小 82 3 0 0 2 8 92

荏原平塚学園 44 3 0 0 5 8 57

戸越台中 33 3 0 0 2 8 43

源氏前小 31 4 0 0 2 7 40

上神明小 49 4 0 0 3 7 59

戸越小 33 2 0 0 2 8 43

杜松ホーム 19 2 - - 2 9 30

豊葉の杜学園 41 4 0 0 7 9 57

旧荏原第四中 23 2 - - 3 5 31

八潮 明晴学園 9 7 0 0 0 7 16

合計 43箇所 1,603 162 14 0 163 327 2,107

２　区内一斉防災訓練以外の避難所訓練

荏原4 荏原第五中 12 4 0 0 2 6 20 6/12

荏原3 延山小 20 5 0 0 2 0 22 6/18

荏原4 大原小 20 4 309 0 19 4 352 10/15

品川２ 浅間台小 17 4 0 0 1 3 21 11/16

品川2 城南小 - 5 - - - - - 未定（令和４年度中）コロナマニュアルを取り入れた避難所マニュアルの読み合わせ

合計 5箇所 69 22 309 0 24 13 415

3　年度別避難所訓練数推移

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

40 43 46 45 11 29 43

9 6 4 5 3 5 5

49 49 50 50 14 34 48

大崎２

マニュアルの簡単な確認から始め、備蓄倉庫の点検、意見交換を行う
大井２

備蓄倉庫見学、トイレ・エアマット確認、特設公衆電話

避難所出入口の開錠、コロナ対応受付、避難者誘導

コロナ対応受付、DVD視聴、備蓄倉庫確認、仮設電話・発電機確認

ラップポントイレ説明、特設公衆電話、備蓄倉庫見学

仮設トイレ・簡易トイレ組み立て

荏原3

名簿作成訓練、消防署の講和

避難所運営方針検討（勉強会）、避難所必要物品作成

荏原１

荏原２

本部設置、名簿作成、物資配給、避難所施設見学訓練、避難所マニュアル検討会

本部設置、名簿作成特設公衆電話を使った災害時伝言ダイヤル１７１への電話および使い方の動画視聴

本部設置、名簿作成、物資配給、防災設備確認、簡易トイレ使用訓練、災害時有線電話設置

令和4年度区内一斉防災訓練　避難所訓練実施結果

地区 区民避難所名

参加者欄

訓練内容

受付時対応（名簿作成）、避難所施設見学訓練

名簿作成訓練、蓄電池訓練、ラップポントイレ訓練、間仕切り体験

避難所施設見学訓練

備蓄倉庫見学、備品使用訓練（蓄電池またはラップポントイレ）

品川１

大崎１

受付・名簿作成、防災関連動画視聴、校舎内「臨時宿泊所」の確認、物資配給

開錠方法の確認、避難者受付、物資配給

開錠方法の確認、避難者受付、トイレの確認と設置、物資配給

学校開錠方法の確認、備蓄倉庫見学、受付解説訓練、ゾーニングの確認

大井１

受付訓練、ゾーニング訓練、備蓄倉庫確認、利用スペースレイアウト訓練

受付訓練、仮設トイレ設置、備蓄倉庫確認、特設公衆電話設置、担架搬送訓練、スタンドパイプ訓練

受付訓練、DVD視聴

受付訓練、ゾーニング訓練、ろ過器体験、蓄電池展示、備蓄倉庫確認、仮設トイレ確認

171伝言ダイヤル体験、特設公衆電話設置、間仕切り設置体験、段ボール間仕切り設置体験、AED訓練

受付訓練、ゾーニング訓練、物資配給訓練、健康管理訓練

特設公衆電話訓練、ゾーニング訓練、段ボールベッド組み立て

大井３

本部設置、名簿作成、物資配給、設備・備蓄倉庫見学

本部設置、避難者受付、大釜組み立て訓練、伝言ダイヤル訓練、避難所ツアー

本部設置、名簿作成、物資配給、避難者受付、マニュアル確認

本部設置、名簿作成、物資配給、トイレの設置および説明、伝言ダイヤル１７１、緊急電話の設置

正門の開錠確認、コロナ対応受付設置、各防災設備確認

受付設置、名簿作成、模擬受付実施、校内防災設備確認、物資配付

鍵の開錠訓練、校内防災設備確認

避難所運営経験のある語り部の講話、物資配給

コロナ対応受付、部屋割り確認、特設公衆電話設置、受水槽動作確認、蓄電池動作確認、備蓄倉庫確認

コロナ対応受付、避難場所確認、備蓄倉庫確認、物資配給

コロナ対応受付、本部立ち上げ、間仕切り確認、備蓄倉庫確認

荏原５

コロナ対応受付、設備確認、校内巡回

パーテーション、ゴトクセット設置

解錠方法の確認、施設・倉庫見学、マニュアルの読み合わせ

コロナ対応受付、設備確認、応急給水栓設置

コロナ対応受付、簡易トイレ・ラップポン組み立て
荏原４

区内一斉防災以外の避難所訓練（箇所）

合計

段ボールベッド・間仕切り体験、被災地のパネル展示

職員による情報通信訓練のみ実施。町会は見学およびアンケートの記入のみ参加。

地区 区民避難所名

参加者欄

実施日 訓練内容児童・
生徒数

保護者数 教職員数 参集職員数 合計

受付時対応（検診、問診）、避難者の動線確認

町会・自治会
参加者数

町会・自治会数

コロナマニュアルを取り入れた避難所マニュアルの読み合わせ

年度

区内一斉防災訓練（箇所）

鍵の開け方マニュアル確認、ゾーニング・レイアウト確認

別紙１



令和４年度 区内一斉防災訓練 アンケート集計結果 

１ アンケート対象者数  １，６０３名(町会・自治会の参加者) 

２ アンケート回収状況 

回収数  １，２６９通(回収率：７９％) 

３ アンケート結果 

Q1 今回の区内一斉防災訓練は、 

１ 良かった：    １，００４(７９%) 

２ どちらともいえない： １９８(1６%) 

３ 良くなかった：      ５５( ４％) 

無回答：        １２(  1%) 

Q2 「１ 良かった」と答えた方は、 

どの点が特に良かったですか 

１ 訓練内容：      ３６２(3６％) 

２ 訓練の進め方：    ２１２(2１％) 

３ 参加者同士の交流：  １５４(１５％) 

４ その他：        ２７６(２8％)

  （その他の意見） 

・リアルにみんなで学べた。 

・実際に備蓄倉庫の中が見られてよかった。 

・いつもは見学できないところが見られた。 

・避難所訓練の大切さ難しさを理解できた。 

Q３ 「３ 良くなかった」、 

「２ どちらともいえない」と答えた   

方は、どの点で良くないと感じましたか 

１ 訓練内容：  ４０(２０％)  

２ 訓練の進め方：９５(４8％) 

３ 訓練時間：  １８(９％) 

  ４ その他：   ４４(2３%) 

   （その他の意見） 

    ・事前学習や訓練準備が必要 

    ・訓練の指示を出す人が不明 

  ・課題を今後詰めていきたい。 

Q４（すべての方へ）感染症対策を踏まえ、今後の避難所訓練について、どう 

   考えますか（複数回答） 

１ 人数を制限すべき：   １９０(１４％)  

２ 人数制限なく、 

一般の人も参加すべき：７１８(５４％) 

３ 密を回避（分散実施）： ３６５(２８％) 

４ その他：         ５２( ４%) 

    （その他の意見） 

   ・各町会間で意思疎通を図った方がよい。 

・動画視聴などで内容と人数を分けるとよい。 

・ローテーションしてなるべく多くの人が 

訓練に参加してもらうのがよい。 

●自由意見 

   ・ワークショップ的に町会間で話し合えたのはよかった。 

   ・トイレと電話と物資について、絞った良い訓練だった。 

・ペットとの同行避難の手順も決めていたほうが混乱は減少する。 

・車いすの方とか体の不自由な方に参加していただきたい。 

   ・若い人たちに参加してもらいたい。 

回答数：1,004

Q3.時間
長い：11人
短い：7人
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